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緒 昌

近来丸太材を化学的に前処理した後,磨砕するケミグランド法に対する興味が深まり,国内

においてもこの方法によるパルプの製造を開始すべく,その準備が行われているやうである｡

現在アメ,)カにおいて生産されているケミグラン ドパルプは,大別して2つの System に分

類 される様である1'2'｡ 第 1は原木を丸太材のまま前処理する方法で,GreatNorthern式 と

呼ばれ同社が主 として採用している方法であり,第 2は丸太材をそのまr'ま使用せずチップに変

形 してから前処理を行 う Bauer式である｡ 然しこのチップ法は化学的に前処理した後,プレ

サファイナ-及びダブルディスクレファイナ一等にて磨砕するのであるが,その前処理条件の

如何によってはセミケミカル法によるパルプの品質とよく類似し,判然 とした区別が出来ない

状態にあると言われている｡ 従ってケミグラ-/ド法 と云 う名称は主 とtて丸太法による場合に

使用した方が良いのではないかと考える｡

丸太材を化学的に前処理するケミグラン ド法について,現在に至る研究発展の概略を顧みる

と, 約一世紀前にその端を発する｡ 1869年 MoritzBehrend3) に始まる水蒸気又は蒸煮処

理を特徴 とする褐色砕木パルプに関する一連の研究過程を経てT E･H･Lougheed4' は亜硫

酸 ソ-ダを使用するケミグラン ド法について発表した｡ 彼は1930年 AbitibiPowerand

PaperCompanyにおいて実験された方法を詳細に報 じ,SpruceとJackpineの丸太を亜硫

酸 ソーダ溶液 (重炭酸 ソーダを含む)にて 115-125oCにて前処理し磨砕して得たパルプは,

新聞紙の SpruceSPの使用率を18%から8%に低下せしめる事が可能であったと云う｡

A.Hyttinenと E.R.Schafer5' は1949年に U.S.ForestProductsLaboratoryおけ

る広葉樹の実験について発表した｡ 即ち Paperbirchと Sw9etgum を中性敢硫塩蒸解液

で減圧後加圧する方法で前処理した場合,Paperbirch のパルプは未処理材パルプよりも良

好な機械的性質をもち,Sweetgum はそれよりも少し劣るという結果を得ている｡

これに引続いて C.E.Libbyと F.W.0'nei16' は1950軍に Syracuseの NewYork

statecollegeofFdrestry において研究された広範な広葉樹 ケミクラン ド法に関する報文

を発表 した｡彼等は寸Aspen,Bireh,Beech,Mapleを対象として榎 々な蒸解方法 と磨砕条件

下におけるパルプの生産動力,晶質,漂白等について詳細な実験を行い,ケミグラン ド法によ

るパルプ製造の基礎を確立し,その有利な.点を強調した｡

更に A,Hyttinenと E.R.SchaferT' は1955年 U.S.ForestProductsLaboratoryに
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寺谷･木村 :パルプ及び製紙に関する研尭

おける其の後の研究の発展を報 じた｡ Quakingaspen,Sweetgum,Redalder,Black

tupels,Sugarmaple,Redoak等の広葉樹を種々な条件で前処理し, 砕木条件,パルプの

性質に及ぼす影響及び 12in.巾の長網抄紙機佐よる種々のパルプの混合1-,1紙試験の結果につ

いて,各樹榎のケミグランドパルプの優劣,用途等を詳細にわたり詠じている｡

W.BrechtとS.Pulst,及びH.Weiも8'9'10'ほ最近DarmstadtTechnisclhenHochschule

の InstitutefurPapierfabrikationにおけるケミグランド法に関する研究業績を発表した.

Fichte,Birke,Pappel,Buche･を用い,種々の前処理条件とパルプ.oj性質との関係を追究し,

叉砕木パルプ,褐色砕木パ ルプ等と比較検討する事によってケミグランドパルプの特徴を明確

に決定づけようとしている｡ 更に木材の前処理に代 り,砕木時における化学的処理についても

研究を行っている｡

以上概観せる通り,初期の研究は多く針葉樹の処理を対条としていたが,最近では広葉樹の

処理により多くの興味がもたれている｡ 世界的に針葉樹の供給の不足する地域が広まり,広葉

樹を合理的に活用し得ろ方法の-･つとしてケミグランド法が有望視されたためである｡ 然しな

がら我が国ではこの方法＼について相当研究されている様であるが,余 り研究成果の公表がなさ

れていない状態である｡ 従って著者らは広葉樹ケミグランドパ ルプに蘭する総括的な研究計画

の一部 として,現在までに行った実験結果を不充分ではあるが一応とりまとめ,報告する次第

である｡即ち本報においてほケミグランド法における化学的前処塩の諸条件と磨砕圧力の変化

が,磨砕及びパルプの性質に及ぼす影響について実験し,考察した｡

庸本研究に当り御指導下さいまL'た本研究所所長館教授に深 く感謝致しますと共に,研究費

の一部は文部省科学研究費による事を記し,併せて謝意を表するものであります｡

実験装置と方法

パルプ原木として広華樹のうちでは比較的蓄積量の多いブナとシラカ六を潜んだ｡直径15-

30cm の岐阜県産の丸太材より3×3×15cm の角柱試片を作成し,約3カ月間風乾 したもの

(含水率約13.5%)を実験に使用した｡化学的前処理には容量 101の実験用蒸解釜を使用し,

5-10本の木材試片を安置せしめた円筒容器に所定の蒸解液を充たし,この容琴を蒸解釜中に

装置した後,前処理を開始する｡ 最初真空ポンプにて蒸解釜 より排気し, 7mm Hg の美空

度にて1時間保持 した後,常圧に一旦戻し,次いでエア-コンプレッサTにて加圧した｡叉加

圧しない場合は減圧処理後,直ちに蒸解釜の加熱を始める｡ 加熱開始後約1時間にて110oCに

達やしや,同湿度紅所定時間保持した後,_最高温度 140oCに上昇せしめて蒸解を行った｡その

詳細な条件は Tablelに示されている｡ 蒸解終了後速やかに排気して内容物を取 り出し,袷

却水洗後麿砕It程に移る｡ '

磨砕に使用した実験用グラインダ-は以前に京都大学林産化学教室にて試作11'したものであ

る｡磨石の上部垂直方向に 4×4_cm のポケッ トを有し,重量の異なる金属板により試片に対

する荷重を調節する装置となっている｡ 麿石は天然砂岩で直径 28cm,巾 5cm のものを使

用し,Spiral',目立を行った｡その回転数は 526rpm,表面速度は 463m/minてあった｡磨

砕面だ対する注水量は 2･51/minと.L,Pitの温度は 8oCであった｡

磨砕されたパルプを2部に分ち,一部は直ちに実験用フラッ トスグリーン (25×30cm の
I
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Table1.木材ブロックの前処理条件及び磨砕圧力
(pretreatingConditionsofWoodpIpckandGrindingPressureEmployed

jnthislnvestigation)

若 理畏 (三認 cLei:turoart'i莞盈慧 ag?1i4it,Fi:選aTfe31_ChemicalRatio

実 験 番 号Experimentllo.SbirakabeBuna
(Birch)(Beech)

113 213

114 214

g/1 hr. hr.

Na2SO.3 6
NaHCO3…1

′′

115 215 〝

117 217

118 218

Na2SO.3 仁,
NaHCO3】 1

′′

119 219 〝

122 222a Na2SO3
123 223α 〟

124 224α 〟

α:Maxpressureofdigester

50 1 . 1

〝 ′′ 3

′′ 〝 5

50 3 1

〝 ′′ 3

/, /, 5

磨砕庄力
(旨rri霊 eg)

kg/cm2 kg/cm2

3.8 1.0
′′ ′′

′′ ′′

0
〃

1

// ,//

25 1 5 5.8 1.0
′′ ′′ ′･-

0 /′ /y

■
wasmaintainedat4.8kg/cm2.

/･' 1.5

〟 2.0

プレ- ト,0.008inスロヅ′ト)にて選別し,他の一部はスクリーンを通さずに実験用ビ-クー

にて S-Ri互eeness750m.1.附近に叩解した｡ この両紙料 より坪量約 160g/m2 の試験紙

葉を JISに準じて抄造した｡紙の白色度は Beckmann'stspectrophotometerにて 457mFl

の波長を用い,硫酸バ リゥム板を標準板として測定した｡其の他の紙の機械的性質の測定は大

体 JISに準 じて行い, スクリーン通過紙料の飾別試験は林産化学教室にて作製された装置12'
を使用した｡

磨砕デー,クの算出,紙の強度は次式広より計算された｡

磨砕率 (Grindingrate,kgs/hr)-

麿砕された木材絶乾量 (Weightofwbodground(bone-dry),kgs)
磨砕時間 (Timeofrun,hrs)

磨砕電力 (Electricpowerforgrinding,kwhrs)

-全磨砕電力 (Totalelectricpowerinput)

-砕木機の空転に要した電力 (Electricpowerrequiredforgrinder)

消費馬力 (Powerconsumption,bpdays/ton)

麿砕電力 (Electricpowerforgrinding,kwhrs)
贋砕時間(Timeofrum,hrs)×パルプ生産量(Productionrateof

紙の- (Densityofpaper･g′cm3)-諾

裂断長 (Bre∂kinglength,km)

比破裂度 (Burstfactor)

比引裂度 (Tearfactor)=

切断荷電(Breakingload,kg)×1000
坪量 (Basisweight,g/m2)×15

破裂強さ (Burstingstrength,

引裂強さ

kg/cm2)×100
坪量 (Basisweight,g/m2)

(Tearingstrength,g)×100
坪量 (Basisweight,g/m2)
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実験結果と考察､

1 蒸解時間の差異による影響

Na2SO3:NaHCO3--6:1の比にて 50g/1の濃度の蒸解.夜を使用し,所定の減圧を行った

後,加圧せずに加熱 し, 110oC
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にて1叉は3時間薬液を参透せしめた後 140oCにおける蒸解
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ATL王里時間

(TreatTn%timeat140oc),hr

Fig.1.木材ブロックの前処世時間が
動力消費に及ぼす影響 (Effectof
thetreatingtimeofwoodblockon

powerrequirements).

を1-3-5時間と延長した場合, Fig.1に示す如き

結果を得た｡蒸解韓間と磨砕率との関係において, カ バ

はブナと少し興った傾向を示す｡カバは惨透時間.の長短

に殆ど関係なく,蒸解3時間にて磨砕率が最大の値に達

するのに対して,ブナでは惨透3時間の場合は1段 と高

い磨砕率を示し,叉長時間蒸解する程磨砕率が増加する｡

これは薬液の惨透速度と密接な関係があり,従って原木

の密度が重要な因子として考えられる｡即ちカバ材の密

度は 0.52-0･58g/cm3であり,一方ブナは 0.61-0.67

g/cm3 である｡ 二枚に材密度の大きいブナは比較的長時

間鯵透処理した方がよく,反対にカバは短時間でも差支

えないと認める事が出来る｡

蒸解時間と消費馬力との関係については,金股的に長

時間惨透した場合及び蒸解時間が長 くなる程,消費馬力

が減少する (Fig.1)｡ 又材密度の大なるブナがカバよ

りも磨砕率が大なるにも拘らず,消費馬力か/)､さいとい

う事実は,蒸解後のブナの材質がもろくな り,磨砕に称

する抵産が少ないためであり,木材組織,繊維長,化学

成分等の差異に基因するものであろう｡従って磨砕の面

からのみ考えると,材質が密で短繊維の多いブナでも利

点をもつ事が認められる｡

磨砕されたパルプをフラッ ト･スクリ-ンにて選別し,その通過部と残留部の合計より原木

に対する仝収率を算出した｡蒸解時間に対する関係を Table2について見れば,長時間蒸解

Table2. ケミグランドパルプのスク1)-y選別及び炉水乾に及ぼす前処理時間の影響
(EffectofPre-treatingtimeonScreeningandFreenessofChemigroundwoodPulps).

実験番号 姦ク品一義 孟ク造I義 全 収 率 炉 7k 寛
Expt. Retained Passed Total S-R
No. onscreenthr.screen yield,Freeness

% % % ml

実験番号 姦ク品 一品 孟ク造一品 全収率 炉 水 度
Expt. Retaji-i/ed Passed Total S-R
No. onscreenthr.screen

o() o()

88.C 880

85.6 88Cも

86.9 87C

88.4 8cc

87.2 88()

83.8 8'7(j

113 19.4 68.6

114 15.7 69.9

115 25.c c1.9

117 16.G 72.4

118 15.4 71.8

119 15.1 68.7

213 17.0 7(∴9

214 15.1 74.8

215 17.じ 67.7

217 13.2 76.0

218 15.6 7′3.2

219 14.0 68.2

yield,Freeness
% ml

87.9 890

89.9 870

85.2 880

89.2 89()

88･8 890

82.5 890
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した場合,収率が少し低下 してお り,カバで84%,ブナ83%の収率を得ている｡ カバとブナと

の問では収率に殆んど差異がなく.,叉 スク リーンを通過する部分 も原木に対-し約68%で,大体

スクリーン倉 網 (Screenwire),mesh

Fig.2.郡処理時間がスク1)-ソを通過せるケミグフ:/ドパル

プの飾別繊維に及ぼす影響 (EHlectofpre-treating time

on月berciassiticatior)sofscreen-passed chemiground

woodpulps.
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-一致 している｡ 庸 カバにおける珍

透 1時間のシ リーズの値が少し異

常であるが, これはスクリーン操

作における不手際に由来するもの

で,完全にスク リ-ンされていな

かった為である｡

スク リ: ン通過紙料の Free-

ness は何れの試料においても変

1 3 5
処 守 甘奇問

(h'Treat明 timeat140.C)′h｢

Fig.4.前処埋時間が叩解されたケミグラ

ンドパルプの機械的性質に及ぼす影響

(Effect of pre-treating time on

mechallical properties of beaten

chemigroundwoodpulps).
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化が少く,略々870-890ccの間に存在して居 り,通常のグラン ドパルプの Freenessとは比

較にならない程著 しく大である｡この事実は次に述べる飾別試験の結果からより明瞭に察知さ

れる｡

スクリーン通過紙料を鮪別試験した結果, Fig.2の如き分布図を得た｡3時間惨透の場

合は全般に24メッシュ残留の粗繊維部が増加し,樽に5時間蒸解はブナ,カバ共に著しく繊維

素を増す結果となり,ブナで31%,カバで44%と云 う値を示している｡即ち材が最もよく軟化

しているやうである｡ 亦ブナはカ′ヾに比較して150メッシュを通過する微細部分を 少し多く

含んでいる事が判る｡

これらのスクリ-ン通過紙料について蒸解韓間と紙の機械的性質との間b関係を求めると,

Fig･3に示す如 くなる｡3時間珍透,5時間蒸解のカバのパルプは針喪樹 GP よりも非常に

優れた強度を示しているが,これは繊維束を多量含んでいるにも拘らず,高い密度の紙を形成

する事にも関連している｡ 叉ブナは鯵透 1時間処理では不充分で,3時間鯵透する事にまって

初めて蒸解の効果が明瞭に現れ,パルプの強度的性質におし､て針葉樹GPに匹敵する程である｡

スクリ-ンを通さずに磨砕筏直ちに実験用ビーターにて S-RFreeness750m.1.附近に叩

解した紙料について, 強度試験を行った結果,Fig.4に示す如き値を得た｡全般的にスクリ

ーン通過紙料の場合と比較 して強度は一段と上昇しており,実験範囲内で最もよく蒸解 したカ

バのケミグラン ドパルプは化学パ ルプに近い強さを保有 している｡叉ブナの鯵透 1時間処理の

シリーズは蒸解時間が長 くなっても全然強度が増加しない事が注目される｡

叩解叉は末叩解パルプの白色度は蒸解時間の長短によって大きな変動がなく,カバで55-61

%,ブナで39-47%の値を示している｡ これは全 く原木の色調に支配されているが,カバの白

色度であれば通常の針葉樹 GPに劣っていない｡

2 蒸解液と蒸解圧力の差異による影響

KB k B K a ､K β K B K a K ら K Ei KB

K-カノぐ(Birch) B-アナ(Beech)

Fig･5･前処理薬液の濃度と最高処理圧力の差が動力消費及びケミグランドパルプの物理的性質に
与える影響 (Effectsofpretreatingliquorandmax.pressureonpowerrequirements
andphysicalpropertiesofchemigroundwoodpulps).
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化学的前処理における蒸解時間と湿度を一定 とし,50g/1の薬液 (
Na2SO3 6
NaHCO3~ 1)

を用い

て 149oCにおける最高圧力 3.8kg/cm3にて蒸解した場合 と,25g/1の薬液 (Na2SO3)を用

いて同温度における最高圧力 4.8kg/cm3(ブナ)叉は 5.8kg/cm2(カバ)にて蒸解 した場

合と,両者を比較検討すると Fig..5に示すやうな変化が認められた｡

磨砕率と消費馬力との関係においてカバはブナと反対の傾向を京している｡即ちカバは低濃

度薬液にて加圧蒸解した場合,高濃度一低圧蒸解に比較 して磨砕率は僅か減少し,消費馬力が

少し増加しているが,ブナは全 く反対である｡'この事実はブナの如 く密度の大なる材は薬液の

惨透状態の如何が,磨枠に対する大きな因子となるから,低濃度の薬液でも加圧して充分に材

中に惨透せしめると良結果が得られる事を示す｡然しカバの如 く比較的鯵透の良い材は,薬液

濃度の高低によって蒸解程度が左右され,ブナと反対の詰巣を与えたものと推察される｡

パルプの仝収率は両蒸解法による差が殆んどなく,カバ,ブナ共に84-86%程度である｡スク

リーン収率は低濃度-高圧蒸解の場合少し増加しているが,その中でも24メッシュに残留する

部分が著しく増加しており,カバでは60%,ブナでは20%,/

に達している｡ 従って42メッシュ以上の繊維部分の割合が

減少するのは当然である｡

強度はすべて低濃度-高圧蕃解の場合の方が高い値を示し

ている｡ 特にカバは前述せる如 く60%以上の粗繊維部 を合

みな示らも高密度ゐ紙を形成する事は注目に値する｡ 然 し

この様な強度の上昇が果して何の程度の高圧蒸解まで現れ

るか更に検討する必要があると思われる｡ パルプの白色度

は蒸解方法の何加によって変化せず,カバで55%,ブナで

41%を示している｡

3 磨砕圧力の差異による影響

25g/1のNa3SO3溶液にて加圧蒸解 した試片について,

中

蝶
軟

禁

轍
島

髄

y
p
d
l
J(
d
tM
SU
O
3

L
a
JW
O
d
)

.J
qJB
{

(
a)DL
S
u
!P

U
!J
9
)

7.0 1.5 2.0

磨櫓圧力 (Pocketpressu弓
Kvcm2

Fig.6.磨砕圧力が動力消費に及ぼ

磨砕圧力を変化せしめて鷹砕した結果を Fig･6に示すo す影響 蒜 flr{C{:f妄言;1'Ji;{p'/r完sn-

磨砕率は贋砕圧力の増力胴こ対し殆んど直線的に上昇してい sureonpowerrequirements).

Table,3. ケミグランドパルプの師別に対する摩砕圧力の影響

(EffectofGrineingPressureonClassificationofChemigroundwoodPulps).

実験番号 フラッ ト･スクリーン選別
E女pt. FlatScreening,%
No. Retained Passed Total

122 8.9 77.8 86.7

123 13.1 75.6 88.7

124 14.2 73.1 87.3

222 8.3 75.3 83.6

223 11.6 72.2 83.8

224 12.9 171'.8 84.7

スク1)I-ソ通過紙料の確別
FiberClassificationofScreen-Passed.Pulp,?,/0

24mesh 42mesh 80mesh150mesh Thru.150 Int.

Cl.7 18.3 9.3

55.4 21.Ct 9. 3

cc.2 24.5 9.8

19.6 31.2 17.0

20.C 32.5 16.5

17.3 33.8 16.3

2.5 8.2 3C-.1

2.2 12.1 32.5

1.8 13.7 36.1

4.Cr 28.2 E;2.2

4.8 26.2 53.8

3.0 3().6 53.1
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るが,消費馬力は却って幾らか減少する傾向にある｡ 又 ブナの磨砕率がカバよりも大きくて両

も消費馬力が小さいといいう関係は,磨砕圧力が 2.0kg/cmコに増しても変化しない｡これは

ブナの材質が脆 くて微細化され易い事に基づ くものと考えられ, Tab一e3に示す飾別結果 よ

りも首肯される｡ 又同表におけるスクリ-ン残留部分の割合は磨砕圧力が大なる程増加してい

る｡ 侍飾別による中間メッシュ残留部がカバでは30-36.%であり,新聞用紙等に用いる場合は

更に Re丘ning して粗繊維束を砕く必要がある｡

Table4. ケミグランドパルプの物理的性質に及ぼす磨砕圧力の影響

(EtrectofGrindingPressureonPhisiscalPropertiesofChemigroundwoodPulps).

実験番号 炉 水 度 密 度 裂 断 長 比破裂圧 比破裂度 白 色 度
Expt. S-AFreeness i)ensity Breaking Burst .Tear Brightness,
No_ ml

122 88C-

123 890

124 890

222 890

223 900

224 890

冒/cm2 I.ength,km Factor Factor %

0.49 3.20 1.94 7C3.3 55.0

0.45 2.97 1.86 65.2 58.0

Cr.56 3.75 2.37 68.3 53.0

0.34 0.89 G.79 23.3 41.5

0.35 0.96 ().89 23.7 43.0

0.34 G.75 C?.59 23.9 41.0

Table4ほ磨砕圧力を変化せしめた場合の紙の横械的性質を測定した結果である｡ カバ,

ブナ共に実験範囲内では磨砕圧力の大小は殆んど紙の密度, 強度,,白色度等に影響を与えな

い｡勿論これはスクリーン通過紙料の飾別結果に大きな変動がないからであるが,結局横板的

性質に変化がなければ,磨砕圧力を或る程度高めて磨砕した方が生産能率,消費馬力の点から

有利と思われる｡

結 論

広葉樹ケミグランドパルプ製造における化学的前処理の条件及び磨砕圧力が,パルプの性質

及び磨砕動力に与える影響をブナ及びカバについて笑験 し,次の如き結果を得た｡

(i) 薬液惨透の速度は材の密度によっても影響されるので,密度大な'る材は充分に薬液を鯵透

せしめた後,.最高温度における蒸解を行う可きであるムこのためには減圧後一旦加圧し一て蒸解

する方法が有効なる事を確認した｡同一条件にて充分前処理した場合,ブナはカバよりも磨砕

率が大きく,しかも消費馬力が少ない｡従って材質の密なる原木でも磨砕動力の面で有利 とな

り得る｡

(2) 実験範囲内で最も長 く蒸 解 した場 合のパルプ収 率は原木重 量の約 83%であり, この中

0.008inスロッ トのス グづ-ンを通過する部分は原木に対し約68.%である｡ この数値はカバ,

ブナに共通である｡

(3) 充分前処理したカバ及びブナのスクリ-ン通過紙料は,針葉樹 GP よりも優れた強度を

表し,特にカバは著 しく良好である｡亦磨砕されたパルプを更にピーク-で軽 く機械的処理す

る事によって紙の強度は一段 と上昇し,化学パルプに近い強さを発揮する｡紙の白色度は主 と

して原木の色調に支配され,カバで約60%,ブナで約45%附迫の値を示し,材によっては針葉

樹 GPに全 く劣らない白色度のパルプを造る事が可能である｡
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(4)磨砕圧力を1.0から 2･Okg/cm2 まで上昇せしめて磨砕した結果,消費馬力は増す番なく

磨砕率が直線的に増加した｡ そのためにパルプ中の粗織維東 D含有率は幾分高 くなったが,舵

の強度,白色度には殆んど変化が見 られなかった｡

以上の結果より,次の如き結論を導き出す事が出来る｡即ちなるべ く材の白い樹種を選♂,

最研薬液を充分相中に鯵透させた後,最適条件にて蒸解 し,磨砕圧力を或る程度高めて磨砕し,

ピーク-,ジヨルダンその他のレフアイナ一等にて軽度に機械的処理をして粗組織束を砕くな

らば,高い生産能率にて針葉樹GPよりも白色度において劣らず,造かに強度の大なるケミグ

ランド･パルプを日本産広葉樹から製造する事が可能である｡ 従って現在の針葉樹 GPの用途

において,その使用量を節減せしめ或いは全く取替る事も期待されるのである｡ 亦たとえ着色

材であっても.,従来利用する事の少なかった広葉樹類を一･応パルプ化し,適当な用途に進出さ

せる事も可能ではないかと考えられる｡

Resume

Thefundamentalstudieswereundertakentodeterminetheeffectsofvarious

conditionsofwoodpretreatmentsonthequalitiesofchemlgrOundwoodpulps.The

logsofBuna(=be占ch,FaguscrenataBlume.)andShirakaba(=whitebirch,Betula

TauschiiKoidz,)werecutofftoauniform sizeof3x3x15cm.,andtheirwood

blockswereseasonedtothembisturecontentsof13.5%′forthreemonths.

EquipmentsemployedandEx▲perimentalmethods:

Thelaboratorypulpdigesterwhich wasusedforthewoodpretreatment◆has

acapacityof101.andisequippedwithtwoaccessories,i.e.avacuum pumpand

anaircompresser.Thecylindricalvesselcontaining5-10woodblockswerecharged

withthecookingliquorandplacedonthebottom ofdigester･ .Afterthecover

ofdigesterwasbolteddown,thedigesterwasevacuatedtoavacuum of29int.of

mercuryforonehour･Theairc.ompressorwasthenstartedandthepressure

raisedtotothepredeterminedlevel.Thesepretreatmentconditionswereshown

inTable1. Thewoodblockswhichweretreatedatthedesiredtemperatureand

periodwereimmediately removedfrom thedigesterandthenwashedwiththe

coldwater.

Thewoodpulpgrinderemployedinthisinvestigationwasasmalllaboratory

typ?havingaverticalpocket(4×4cm･inarea)abovethegrindingstone･Thena-

turalsandstoneof28cm.indiameterwasrevolvedataspeedof526r.p.m.,cor-

respondingtoastoneperipheralspeedof463m.perminute,▲Thepittemperature

wasmaintainedat80oC･bythepouringCOldwateronthestoneface.

ThesuspensionofthechemlgrOundwoodpulpwhich貝o壷edbutfromthegrind占r'

pitwasdividedintotivofractions.Oneofthefractionswasscreenedwiththelabo-

ratory凸atscr'eenhavinga0.008in.slot,andtheotherfractionwasthickenedand)
thenbeatentoaS-Rfreenessof750ml.inasmallでlaboratorybeater. Thetest
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sheetswerepreparedfrom thesedifferentslurriesandtheirphysicalproperties

wereexaminedaccordingtotheordinarymethodsofJapan∫ndustrialStandards.

Thecalculationsofgrindingdataandsheetstrengthsarebasedontheequations

inthisreport.

ResultsandObservations

(1)Sihcethepenetrationspeedofthetreatingliquorintothewoodblocks

dependedonthedensityofwood,thehighdensitywoodsuchasbeechbadtobe

cookedatthemaximum temperatureafteritwasthoroughlyimpregnatedwiththe

treatingliquor･Whenthewoodblocksoftwospeciesweretreatedenoughatthe

samecondition,thepowerconsLlmptio_TIOfbeechwassmallerthanthatofwhite

birch(Fig.1).

(2)Theyieldsofthechemigroundwoodpulpswhichwereobtainedfrom the

mostseveretreatmentinthisinvestigationwereabout83% onbothbeechand

whitebirch･ThepercentageofthefractionthroughtheO･008in･slotscreenwas

68% basedonthebone-drywoodground(Table2).Theresultsoftheclassi丘ca-

tiontestswhichweremadeontheirfractionsthroughthescreenareshownin

Fig･2･This̀dataindicatesthatthechemlgrOtlndwoodpulpcontainsthecoarse

丘berfractionmorethanthecommercialsoftwoodmechanicalpulpdoes.

(3)Thephysicalpropertiesofthechemigroundwoodpulpsshowed larger

strengthcharacteristicsascomparedwiththecommercialmechanicalpulp(Fig.

3).WhentheS-RfreenessofpulpdecreaLSedtoabout750mLbymeansof.beat-

ing,themaximum strengthofthewhitebirchpulpfromtheseverelytreatedblock

increasedtotheordinarystrengthofchemicalpulp(Fig.4).Owingtotheeffect

oftheoriginalwoodcolor,thebrightnessofbirchpulpwasabout60.% byBeck一

mann'sphotometer,butthebeechpulphadthelowbrightnessof45.%.

(4)Thegrindingratesofthetreatedblocksatthesameconditionincreased

inalinearrelationshipwiththeincreasingpocketpressurefrom 1.0to2･0kg./

cm2･,butthepowerconsumptionsdidnotincrease(Fig.6).､Thecoarsefiber

fractionscontainedathigh percentagesinpulpsdidnotaffecltthemechanical

propertiesofthechemigroundwoodpulps(Table4).

Theresultsobtainedfrom thisstudyarenotsu氏Cienttodecidethepractical

conclusiononthechemlgrOundwoodprocess,becausethisinvestigationwasunder-

takenatthelaboratoryscale. Itis,however,recognizedthatthechemlgrOund-

woodpulpsfrom hardwoodshavetheinterestingqualitiesforpapermakingln

theirhigh strengthandbrightness,andtheotherdifferentpropertiesfrom the

commercialmechanicalpulp.
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